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恵泉女学園大学・助教。修士（人間・環境学）。 MA with Distinction in Understanding 
and Securing Human Rights. ブリティッシュ・コロンビア大学人類学科博士課程中退。
人類学や国際人権法の観点から，日本やカナダ西部における国内的・国際的な先住
民族の権利回復運動・政策の背景や展開について調査・研究。論文に「カナダにお
ける先住民族の土地権原承認後の展開―和解に向けた先住民族法の尊重」（『カナダ
研究年報』41，2021年），「先住民族権利運動の意義と脱植民地化の課題―琉球・沖
縄の人々による国連活動を事例に」（『平和研究』49，2018年）などがある。
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野口泰弥（のぐち　ひろや）

北海道立北方民族博物館・学芸員。修士（社会学）。東北大学大学院（環境科学研究
科）博士後期課程に在籍中。専門は文化人類学。北米先住民の物質文化，アイヌ民
族の現代のサケ儀礼などを調査。主要論文に Hunting Tools and Prestige in Northern 
Athabascan Culture: Types, Distribution, Usage, and Prestige of Athabascan Daggers （Polar 
Science 21: 85－100，2019年，近藤祉秋との共著），「埋め込まれた物語―カナダ先住
民北トゥショーニにおける彫刻と物語」（岡田淳子先生米寿記念論集編集委員会編

『日本をめぐる北の文化誌―岡田淳子先生米寿記念論集』，2020年）などがある。

林千恵子（はやし　ちえこ）

京都工芸繊維大学・教授。文学修士。奈良女子大学大学院人間文化研究科比較文化
学専攻博士課程単位取得退学。専門はアラスカ・カナダ先住民文学 , 環境文学。ア
ラスカ先住民トリンギットの口承物語と伝統文化, 現代アラスカ先住民文学, 口承物
語の社会問題への応用などを研究。著書（共著）に『エコクリティシズムの波を超
えて―人新世の地球を生きる』（2017年，音羽書房鶴見書店），『トランスパシフィ
ック・エコクリティシズム―物語る海，響き合う言葉』（2019年，彩流社）などが
ある。

平澤　悠（ひらさわ　ゆう）

東亜大学人間科学部・准教授。慶應義塾大学大学院文学研究科博士課程単位取得退
学。専門は，北米考古学・先住民考古学。アラスカ初期移住集団や日本の石器文化
を 研 究。論 文 に Building a High-resolution Chronology for Northern Hokkaido: A Case 
Study of the Late Holocene Hamanaka 2  Site on Rebun Island, Hokkaido（Japan） （Journal 
of Archaeological Science: Reports 36，2021年）や「内陸アラスカにおける細石刃石器
群研究の現状と課題」（『古代文化』67（3），2015年）などがある。共著書に『晩氷期
の人類社会―北方先史狩猟採集民の適応行動と居住形態』（2016年，六一書房）な
どがある。

堀　博文（ほり　ひろふみ）

静岡大学人文社会科学部・教授。博士（文学）。京都大学大学院文学研究科博士後期
課程修了。専門は言語学。カナダ北西海岸地域で話されるハイダ語の文法記述に従
事。最近の論文に「ハイダ語の所有構造と譲渡可能性」（津曲敏郎先生古稀記念集編
集委員会編『津曲敏郎先生古稀記念集』，2021年，北海道立北方民族博物館），「ハイ
ダ語の連体修飾構造」（『静言論叢』 1 ，2018年）などがある。
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渡部　裕（わたなべ　ゆたか）

北海道立北方民族博物館・元学芸員。農学修士。専門は北東アジアの民族学。ロシ
ア・カムチャツカにおいてサケ漁やトナカイ遊牧，狩猟など先住民の伝統的な経済
活動や日本人漁業者との接触，さらに現代のカムチャツカ先住民の経済活動などを
調査。著作に「カムチャツカ先住民の文化接触―北洋漁業と先住民の関係」（『北海
道立北方民族博物館研究紀要』10，2001年），「カムチャツカ先住民社会とサケ資源
の分配・流通―その歴史的変遷と現状」（岸上伸啓編著『海洋資源の流通と管理の
人類学』，2008年，明石書店），「カムチャツカ半島沿岸先住民のシロイルカ猟につい
て―北東アジアにおけるその位置づけ」（岸上伸啓編著『捕鯨の文化人類学』，2012
年，成山堂書店）などがある。



Senri  Ethnological  Reports（最新号）

当館のウェブサイトにてバックナンバーのPDFをダウンロードすることができます。
https://minpaku.repo.nii.ac.jp/

No.155 持続可能な博物館資料の保存を考える（2022; 園田直子編; 日本語）

No.154 Master of Mongolia, A. D. Simukov: His Life and Works（2022; trans. Mary Rossabi, eds. 
Morris Rossabi and Yuki Konagaya; 英語）

No.153 片倉もとこフィールド調査資料の研究（2021; 西尾哲夫・縄田浩志編; 日本語）

No.152 Sur la notion de culture populaire au Moyen-Orient: Approches franco-japonaises croisées
（2020; eds. Dominique Casajus, Tetsuo Nishio, François Pouillon and Tsuyoshi Saito; フラ
ンス語）

No.151 Исследователь Монголии А.Д.Симуков: письма, дневники, документы（2021; 
COCT. Юки Конагая, Наталия Симуко; ロシア語）

No.150 客家族群與全球現象―華僑華人在「南側地域」的離散與現況（2020; 河合洋尚・張維安
編; 中国語・日本語）

No.149 世界の捕鯨文化―現状・歴史・地域性（2019; 岸上伸啓編; 日本語）

No.148 カクチケル年代記（2019; 八杉佳穂著; 日本語・英語・スペイン語・カクチケル語）

No.147 台湾原住民の姓名と身分登録（2019; 野林厚志・松岡格編; 日本語・中国語）

No.146 Satawalese Cultural Dictionary（2018; comp. Sauchomal Sabino, Tomoya Akimichi, 
Shuzo Ishimori, Ken’ichi Sudo, Hiroshi Sugita, and Ritsuko Kikusawa, ed. Lawrence A. 
Reid; 英語・サタワル語）

No.145 展覧会の研究「ラテンアメリカの音楽と楽器」展　アンケート調査を中心として（2018; 
山本紀夫著; 日本語）

No.144 社会主义制度下的中国饮食文化与日常生活（2018; 河合洋尚・刘征宇编; 中国語・日本語・
英語）

No.143 How Do Biomedicines Shape People’s Lives, Socialities and Landscapes?（2017; eds. 
Akinori Hamada and Mikako Toda; 英語）

No.142 中国における歴史の資源化の現状と課題（2017; 塚田誠之・河合洋尚編; 日本語・中国語）

No.141 アーミッシュたちの生き方―エイジ・フレンドリー・コミュニティの探求（2017; 鈴木
七美; 日本語）
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